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美郷町　美郷総合体育館リリオス・南体育館

大会実施年度に公益財団法人日本サッカー協会の4種登録チームである。（フットサル登録は不要）

複数参加されるチームは、必ず監督、コーチ、審判は異なること。

挨拶は行わず、速やかに次試合チームにベンチを空けること。

準決勝・決勝は、同点の時6分（3分ハーフ）の延長戦を行い、なお決しない場合はPK戦を実施。

監督、コーチのうち1名は指導者ライセンスD級以上か、スポ少認定員の資格所持者とする。

大会選手登録を5名以上できること。

1次リーグ：総当たりリーグ戦を行い、成績上位チームが２次リーグに進出する。

2次リーグ：2次リーグ進出チームにより総当たりリーグ戦を行い成績上位チームが決勝トーナメントに進出する。

決勝T    ：2次リーグ成績上位チームによるトーナメント戦を実施する。

大会実施年度日本協会フットサル規則で実施するが、本大会は下記の通り実施する。

試合時間　　　1次リーグ　16分（8分ハーフ・インターバル3分）

　　　　　　　　  2次リーグ　16分（8分ハーフ・インターバル3分）

トーナメント　　20分（10分ハーフ・インターバル3分）

トーナメント1回戦～準々決勝、3位決定戦は同点の場合、即PK戦（3人制）を行う。

各リーグ1位、2位と4チームブロックの3位から上位4チームが2次リーグに進出する。

第9回　魁星旗争奪少年フットサル大会　開催要項

秋田魁新報社　一般社団法人秋田県サッカー協会

美郷町　

一般社団法人秋田県サッカー協会4種委員会

2026年１月17日・18日・24日・25日

本大会期間中に警告を2回受けた選手等は、本大会の次の1試合に出場できない。

本大会において退場を命じられた選手等は、自動的に次の1試合に出場できず、

準決勝・決勝は、プレーイングタイム適用。

ピッチサイズ：原則縦32m・横18m。　会場により変更有り。

センターサークルの半径：2.5m、ペナルティーエリア四分円の半径：5m、ペナルティーマーク：5m

準決勝・決勝は、前後半1回ずつタイムアウト適用。

リーグ戦の成績は次の順で決定。　勝点（勝3・分1・敗0）・得失点差・総得点・当該試合の戦績・抽選。

第2ペナルティーマーク：8m、交代ゾーンの長さ：4m

守備競技者のボール等から離れる距離。フリーキック：4m

コーナーキック：4m、キックイン：4m

ボールは、フットサル3号球とする。大会本部にて用意。

メンバーは12名までで、ベンチ役員は、監督・コーチ2名以上3名以内とする。

PK戦のメンバーは、試合登録メンバーで実施。試合登録メンバーの少ないチームに人数を合わせる。

3本づつキックを行い決定しない場合は片方のチームが多く得点するまで行う。

試合開始・終了は簡素に行うこと。試合前のセレモニー・試合終了後の自・相手チームへの

審判割付をするが、正・副は協議し行うこと。

諸事情により変更の可能性もありますのでご了承お願いします。

キャプテンマークの着用は必須としない。

抽選会は行わず、大会本部が厳正なる抽選を行う。

事前提出：メンバー表（　複数チーム参加の場合、参加申し込み時にメンバー表を提出すること。）

当日提出：プライバシーポリシー

*参加費（プログラム代を含む）15,000円。複数参加チームは2チーム目から13,000円。

選手の送迎には、十分すぎるほど安全運転を心がけてください。これは特にお願いします。

参加学年は自由とします。

フットサル審判資格証を提示すること。

出場チームは、下記口座へ上記料金を1/9（金）まで振込よろしくお願いします。

　　・秋田銀行　秋田市役所支店　店番112　普通　口座番号　1075077

　　　必ずチーム名を記載してお振り込みよろしくお願いします。

アンダーシャツの色は問わない。ただしチーム内で同色のものを着用する。

アンダーショーツおよびタイツの色は問わない。ただしチーム内で同色のものを着用する。

キャンバス、または柔らかい皮革製で、靴底がゴム、または類似の材質で出来ており、接地面が飴色、

白色もしくは無色透明のフットサルシューズ、トレーニングシューズまたは体育館用シューズタイプのもの。

接地面が着色されたものでもノンマーキングのシューズであり且つ施設側が認めれば、着用可。

ソックスと同色でなくても良い。

それ以降の処置については大会規律委員会において決定する。

いずれかを着用しなければならない。

正・副の2色については明確に異なる色とする。

ユニフォーム合わせは、事前に相手チームと協議し決定すること。

ソックスにテープまたはその他の材質のものを貼り付ける、または外部に着用する場合、

（12歳以下の競技会におけるゴールキーパースロー等）

登録した正・副2組のユニフォーム（シャツ・ショーツ及びソックス）を試合会場に持参し

JFA通達文【2020/21 フットサル競技規則の改正に伴う規則解釈および適用の変更について】も含む。


